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経営情報学部 総合経営学科 グローバル経営情報コース カリキュラムツリー

学修分野・ゼミナール等 1年次 2年次 3年次 4年次 養成される⼒ 学修成果

経営分野

会計分野

情報マネジメント分野

グローバル・コミュニケーション分野

キャリア形成・ゼミナール

注 先頭に※がついているのは全学基盤共通科⽬群の科⽬(表中ボールド)
  ⾚字は専⾨基礎科⽬群の科⽬

「経済学基礎」：経営に関わる経
済の仕組みに関する知識
「経営管理基礎」：経営学分野の
知識
「マーケティング基礎」：マーケ
ティングの基礎知識
「ロジスティクス基礎」：ロジス
ティクスの基礎知識
「経済学」：経済学理論の知識
「経営管理」：企業経営をマネジ
メントする知識とスキル
「マーケティング戦略」：マーケ
ティング活動を⽴案するための知
識とスキル
「マーケティングサイエンス」：
データを活⽤したマーケティング
活動を⾏うための知識とスキル
「ロジスティクス」：ロジスティ
クスの知識とスキル

「経営全般に関する幅広い知識」
と「特定の専⾨分野についての深
い知識・技能」を修得する。これ
は本学部のDP1の要件を満たすも
のであると考える。
また現代の経営において必要不可
⽋なICTを活⽤する知識や能⼒を
⾝につけることは、DP2の要件を
満たすものであると考える。
さらに、経営全般の知識やスキル
を取得することは、DP3に⽰され
ている多様な価値観や異⽂化社会
との意思疎通においても有⽤であ
ると考える。また経営に関する深
い知識・技能を有することは、
DP5に⽰されている状況把握と課
題発⾒、及びその解決策に寄与す
るものと考える。

グローバル経営情報コースの全員は、
経営学を学ぶ上で必要不可⽋な知識を
「経済学基礎」、「経営管理基礎」、
「マーケティング基礎」並びに「ロジ
スティクス基礎」の授業において学
ぶ。

経営分野を選択した学⽣は、上記をそ
の⼟台とし、興味に応じて、「経営管
理」、「マーケティング戦略」、
「マーケティングサイエンス」、「ロ
ジスティクス」に関して修得してい
く。

「会計基礎」：経営学を学ぶ上で
必要な基礎的な会計知識
「ファイナンス基礎」：経営学を
学ぶ上で必要な基礎的なファイナ
ンス知識
「財務会計」：財務会計分野の知
識
「管理会計」：管理会計分野の知
識
「経営分析」：有価証券報告書を
読みこなす上で必要な知識とスキ
ル
「会社法・税法」：経営を学ぶ上
で必要な会社法や税法に関する知
識
「ファイナンス」：ファイナンス
の知識

「経営全般に関する幅広い知識」
に含まれる会計知識や、同じく会
計ファイナンス領域を対象とした
「特定の専⾨分野についての深い
知識・技能」を修得する。これは
本学部のDP1の要件を満たすもの
であると考える。
またこれらの情報の取り扱い⽅の
習熟や計算演習を通じることで
ICT関連技術を学修していくが、
これは本学部のDP2に関連するも
のであると考える。
また会計やファイナンスに関する
深い知識・技能を有することは、
DP5に⽰されている状況把握と課
題発⾒、及びその解決に寄与する
ものと考える。

グローバル経営情報コースの全員は、経営
学を学ぶ上で必要不可⽋な知識を「会計基
礎」並びに「ファイナンス基礎」の授業に
おいて学ぶ。

会計分野を選択した学⽣は、上記をその⼟
台とし、興味に応じて、「財務会計」、
「管理会計」、「経営分析」、「会社法・
税法」「ファイナンシャルプランニン
グ」、「ファイナンス」に関して修得して
いく。

「基礎ゼミ」：⼤学⽣として必要
な技能を学ぶ。
「ゼミナール」：⾃⾝が選択した
分野や領域における知識・技能を
深く学ぶ。
「海外研修・就活指導」：国際交
流研修や就活対策について学ぶ。

学修の仮定において、DP4に⽰さ
れている「社会⼈として必要な倫
理と⾃律性、協調性」、及び「」

グローバル経営情報コースの全員は、
４年間を通して「基礎ゼミ」と「ゼミ
ナール」について学ぶ。
または必要に応じて「海外研修・就活
指導」の内容についても学ぶ。

「PC基礎」：⼤学での学びに必要
なPCの使⽤⽅法の基礎を学ぶ。
「経営情報論基礎礎」：経営と
ICTを有機的に結びつけ，経営の
改⾰，⾰新に活かす基礎知識体系
「情報通信技術基礎」：経営情報
論を学ぶ上で必要な基礎的なICT
の知識
「データ分析実習」：⼤学や仕事
で必要なデータの扱い⽅を学ぶ。
「経営情報論」：経営にICTを活
⽤する実践的なフレームワーク
（知識体系）
「情報通信技術」：経営を⽀える
情報通信技術体系
「アプリケーション技術」：アプ
リケーションソフトウェアを開発
するための基礎知識体系並びに応
⽤技術

「企業経営に不可⽋なICTに関す
る知識」および「ICTと企業経営
を結びつけるフレームワークにつ
いての知識・技能」を修得する。
これは本学部のDP1並びにDP2の
要件を満たすものであると考え
る。
さらに，ICTと経営情報論に関す
る深い知識・技能を有すること
は、DP5に⽰されている状況把握
と課題発⾒、及びその解決策に寄
与するものと考える。

グローバル経営情報コースの全員は、企業
経営に必要不可⽋な情報通信技術（ICT）
の知識とともに，企業経営での活⽤に関す
るフレームワークを「PC基礎」、「経営情
報論基礎」並びに「情報通信技術基礎」の
授業において学ぶ。

情報マネジメント分野を選択した学⽣は、
上記をその⼟台とし、興味に応じて、「経
営情報論」、「情報通信技術」、「アプリ
ケーション技術」に関して修得していく。

「グローバル・コミュニケーショ
ン基礎」:  外国⼈や異⽂化の
⼈々とのコミュニケーションの基
礎知識・技術を学ぶ。
「グローバル・コミュニケーショ
ン」:  外国⼈や異⽂化の⼈々と
のコミュニケーションの知識・技
術を学ぶ。

異⽂化への理解とそのコミュニ
ケーションの知識は「経営全般に
関する幅広い知識」に含まれてお
り、DP１の要件を満たすものであ
る。
また学修の過程において、DP3の
「多様な価値観や異⽂化社会への
理解」やDP4の「社会⼈として必
要な⾃律性、協調性」を学んでい
く。

グローバル経営情報コースの全員はコミュ
ニケーションの知識とスキルを「グローバ
ル・コミュニケーション基礎」の授業にお
いて学ぶ。

グローバル・コミュニケーション分野を選
択した学⽣は、上記を⼟台とした上で、
「グローバル・コミュニケーション」に関
して修得していく。

ゼミナール

ロジスティクス
基礎

マーケティングサイエンス

マーケティング
基礎

マーケティング戦略

経営管理基礎

経済学

基礎ゼミ

会社法・税法

会計基礎
初級簿記
中級簿記
会計学I

会計学II

ファイナンス基礎

ファイナンスの基礎I

ファイナンスの基礎II

財務会計
財務諸表論A

財務諸表論B 

財務会計特論

管理会計
原価計算論I

原価計算論II 
管理会計特論

経営分析
財務分析A

財務分析B 

ソフトウェア会計

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞA
ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞB

ファイナンス
コーポレートファイナンス
インベストメントファイナンス
ファイナンス特論

会社法A

会社法B

税法A

税法B

※アカデミックスキルズ
アカデミックプラクティス

プレゼミナールA

プレゼミナールB

ゼミナールA

ゼミナールB

ゼミナールE

ゼミナールC

ゼミナールD

海外研修・就活指導
海外ビジネス研修Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

プロジェクト研究A,B キャリアプランニングA

キャリアプランニングB

経済学基礎
ミクロ経済学の基礎
マクロ経済学の基礎
消費⽣活と⾏政

経営管理

経営学総論
企業と社会

※マーケティング論
マーケティングリサーチ

ロジスティクス概論

組織⾏動論
⼈的資源管理論

流通論
国際マーケティング論
ブランド戦略論

消費者⾏動論

デジタルマーケティング

ゲーム理論

経営情報論基礎
※経営情報基礎論A

経営情報基礎論B

情報化戦略とマネジ
メントA

情報通信技術基礎
※情報セキュリティA

情報理論
情報学演習A

情報学演習B

経営情報論
情報システム論
情報化戦略とマネジメントB

ビッグデータ
ICTプロジェクトマネジメント

情報通信技術情報ネットワーク論
情報セキュリティB

データベース

アプリケーション技術
アルゴリズムA

アルゴリズムB

プログラミングA

プログラミングB

プログラミングC

モデル化とシミュレーション

⾏動経済学

マーケティングサイエンス

ロジスティクス

国際ロジスティクス概論

PC基礎

※デジタルアプリA

※デジタルアプリB

データ分析実習

ビジネスデータ分析A ビジネスデータ分析B

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎

※異⽂化適応論
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ総論

グローバル・コミュニケーション

異⽂化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論
異⽂化組織マネジメント

情報学演習C

経営組織論
経営戦略論

Introduction to Global 
Management


